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序章  本論文の目的および方法 
本論文は、これまであまり研究されていなかった石川達三の初期の歩みを明らかにすることを














第１章  石川達三の生長環境と中学校時代の文章 















第２章  杉山栄との出会いによる〈文人〉石川達三の始動 
――『淋しかったイエスの死』『彼の出京』―― 












































第４章  早稲田退学を契機とした石川達三の変化 
――『幸福』『小品 春日』『新たなる風景』―― 
懸賞金を学資として早稲田に入学した石川であったが、学資が続かず結局 1 年で早稲田を中
退することになった。昭和 3年 3月に早稲田を中退し、同年 5月に国民時論社に入社した。 
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第６章  石川達三にとってのブラジル渡航の意味 
――『若き都サン・パウロの戯歌』―― 
上述のように昭和 3 年の後半にゾラの影響を受け（推定）、昭和 4 年 4 月に『昏瞑』を発表した























































































































































資料１ 『旅行記 屋島懐古』『短歌』 






























発掘した 7 本の作品（「ミカド」から 2 作品、「山陽新報」から 5 作品）のうち、「ミカド」所載の『旅行記 屋
島懐古』『短歌 小論』は中学校 5年生のときの貴重な文章の発掘であり、この時期の石川の文章
が型にはまった古典的なものであることを確認しえたことによって、その後の杉山栄との出会いが
石川に与えた影響の大きさがわかるのである。同様に、『放たれたる犬』の発見によって早稲田大
学の入学による石川の変化を窺い知ることができたし、『昏瞑』の掘り起こしによって石川がゾラの
影響を受けた時期も明瞭になったのである。 
このように、本論文は初期の石川達三の歩みを明らかにしたにとどまらず、昭和 10年以前の近
代文学史をさらに厚く明瞭にしたという功績がある。本論文は旧著に数章を加筆し、章の配列も
全面的に見直した労作で、芥川賞受賞作『蒼氓』に至る道筋の解明を企図した大著である。独創
性に満ちており、秀逸な研究業績である。 
具体的には、次のような点が特筆に値する。 
（１） 新資料の発見に安住することなく、初期の石川像の再構築を成し遂げた点。 
（２） 石川の折々の立場や当時の社会動向と石川作品の様相を有機的に関連づけて論じた点。 
（３） 単純な発展史観でも衰退史観でもなく、石川の振れ幅を丁寧に復元した点。 
（４） 従来の石川にたいする「社会派」「リアリスト」などという紋切り型の評価を根本的に見直した
点。 
（５） 〈解放〉の内面化という屈折的な問題を明瞭に解き明かした点。 
ここで述べられている個々の指摘について先行研究はほとんど存在せず、その独創性は際だ
っている。まさにパイオニア的な仕事を成し遂げたものである。石川達三の文筆活動を当時の社
会状況や移民政策という俯瞰的視界の中で捉えられている点も、本論文の見識の高さを示して
いる。 
以上のように、形式面（分量）、章立て（論理構成）、論の独創性、完成度、いずれの点からみて
も本論文は申しぶんのない水準に達している。 
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２．残された課題 
本論文は優れた論文であるが、次のような残された課題もある。 
（１） 時代背景となっているプロレタリア文学についての説明は、もう尐し厚みがほしいところであ
る。 
（２） 国の移民政策の実態については、社会学的な知見をもってもう尐し肉付けされたい。 
（３） 当時の若者に流行していた共同生活や新しい結婚形態など、社会風俗についてはさらに
考察を加えられたい。 
（４） 杉山栄、昭和 2年の「早稲田文学」の活動休止、ゾライズムの日本的変容など、要所要所で
のさらに詳しい説明が欲しいところである。 
（５） 先行文献で目配りすべきものがまだある。各章末の注を充実されたい。 
このような課題は残されているものの、本論文の水準や完成度の高さからすれば些細なもので
あり、これらによって本論文の価値を貶めるほどの瑕瑾ではない。公刊までに修正されればよいも
のと考える。 
 
３．結 論 
以上、本論文は、研究史上初めて石川達三の初期のありさまを具体的に明らかにしたものであ
り、緻密で実証的な考察により、これまで知られていなかった新たな石川像を数多く指摘した。独
創的な研究でありながら、その方法はきわめて堅実であり、斯学の発展に寄与するところが大であ
る。よって、本論文の著者は博士（国際文化学）の学位を授与されるに十分に値すると認められ
る。 
以上 
 
